
 

 

 

平成２５年１１月２６日 

消 防 庁 

 

消防用設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書に添付す
る点検票の様式を定める件（消防庁長官告示）の一部を改正する件（案）

等に対する意見募集結果、告示の公布及び今後の対応 

消防庁では、消防用設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書に添付する点

検票の様式を定める件（消防庁長官告示）の一部を改正する件（案）等の内容について、

平成 25 年８月 30 日から平成 25 年９月 29 日までの間、国民の皆様から広く意見を募集し

たところ、意見はありませんでした。また、意見募集の結果を踏まえ、当該告示を本日公

布しました。 

 

 

 

告示案について、平成 25 年８月 30 日から平成 25 年９月 29 日までの間、意見を募集し

たところ、意見はありませんでした。 

 

２ 告示の公布 

消防庁では、意見公募手続の実施結果等も踏まえて検討し、以下の告示を平成 25 年 11

月 26 日に公布しました。 

(1) 消防用設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書に添付する点検票の様

式を定める件（消防庁長官告示）の一部を改正する件（平成 25 年消防庁告示第 19号） 

(2) 型式適合検定の方法をデータ審査方式による方法とすることができる製造工程にお

ける検査の信頼性が確保されているものを定める件（平成 25年消防庁告示第 20 号） 

 

３ 公布された告示の内容 

今回の消防用設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書に添付する点検票の

様式を定める件（消防庁長官告示）の一部を改正する件等の主な改正事項は、以下のとお

りです（告示の概要は別紙のとおりです。）。 

(1)  消防用設備等の点検要領に示している不活性ガス消火設備、ハロゲン化物消火設備

等の容器弁の安全性に係る点検項目及び点検期限について、容器弁の消防用設備等の点

検の基準において新たに規定し、不活性ガス消火設備、ハロゲン化物消火設備等の容器

弁の点検の実効性の向上を図るとともに、点検票について所要の規定の整備を行うもの

です。 

(2) 型式適合検定の方法をデータ審査方式による方法とすることができるものについて、

検定対象機械器具等で製造工程における信頼性が確保されているものとして次に定める

もののうち、主要な項目の検査に係る測定結果が製造工程において確実に記録されるも

のとするものです。 

（１）火災報知設備の感知器 

（２）住宅用防災警報器 

  

１ 意見募集の結果 

 



【参考】 

 「消防用設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書に添付する点検票の様式を

定める件の一部を改正する件（案）等に対する意見募集」 

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/houdou/h25/2508/250830_1houdou/02_houdoushir

you.pdf 

 

 

（事務連絡先） 

消防庁予防課  

（担当：吉村補佐、青島） 

TEL ０３－５２５３－７５２３（直通） 

FAX ０３－５２５３－７５３３ 

 



 

消防用設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書に添付する点検票の様式
を定める件の一部を改正する件等について 

平成２５年１１ 月 

消 防 庁 予 防 課 

 

【概要】 

  不活性ガス消火設備及びハロゲン化物消火設備等の容器弁の点検の実効性の向上を図

るため、当該容器弁の点検項目及び点検期限等を新たに規定する等の改正を行うほか、

消防法施行規則（昭和 36年自治省令第６号）が改正され、型式適合検定が、立会い方式

を原則とするが、データ審査方式の方法によることできることに規定が変更されたこと

に伴い、所要の告示を定めるものである。 

 

１. 消防用設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書に添付する点検票の様

式を定める件の一部を改正する件について 

 

【改正理由】 

不活性ガス消火設備及びハロゲン化物消火設備等の容器弁の耐圧性能や気密性能等の

安全性に係る点検については、現在、消防用設備等の点検要領に基づき行っているとこ

ろであるが、安全性に係る点検の実施率が低いこと等を踏まえ、安全性に係る点検の実

効性の向上等を図るべく、ガス系消火設備等の容器弁の安全性に係る点検基準について

告示化を行うこととした。 

 

【内容】 

不活性ガス消火設備及びハロゲン化物消火設備等の容器弁の点検の実効性の向上を図

るため、過去の容器弁の耐久性に係る試験データや意見公募の結果等を踏まえ、不活性

ガス消火設備、ハロゲン化物消火設備、粉末消火設備、パッケージ型消火設備及びパッ

ケージ型自動消火設備の点検基準について、不活性ガス消火設備のうち消火剤に二酸化

炭素を用いるものにあっては点検期限を 25年、それ以外のもの（不活性ガス消火設備の

うち消火剤に二酸化炭素を用いるもの以外のもの、ハロゲン化物消火設備等）にあって

は点検期限を 30年とする。また、安全性に係る点検項目を新たに規定するとともに、点

検票について所要の規定の整備を行う。 

 

【施行期日・経過措置】 

  公布の日から施行する。 

また、所要の経過措置を設けるものとする。 

 

 

 

  

 



 

２.  型式適合検定の方法をデータ審査方式による方法とすることができる製造工程に

おける検査の信頼性が確保されているものを定める件について 

【理由】 

   消防法施行規則（昭和 36 年自治省令第６号）が改正され、型式適合検定が、立会い方

式を原則とするが、データ審査方式の方法によることできることに規定が変更されたこと

に伴い、データ審査方式で行うことができる検定対象機械器具等を定める。 

 

【内容】 

検定対象機械器具等で製造工程における信頼性が確保されているものとして次に定め

るもののうち、主要な項目の検査に係る測定結果が製造工程において確実に記録されるも

のとする。 

（１）火災報知設備の感知器 

（２）住宅用防災警報器 

  

【施行期日】 

  平成 26年４月１日 
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又
は
安
全
装
置
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間

、に
次
の
事
項
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と

。こ
の
場
合
に
お
い
て

設
置
後
又
は
安
全
装
置
の
安
全
性
の
点
検
の
実

、
、

施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
場
合

（安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全
装
置
に
異
常



が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
当
該
点
検
後
速
や
か
に
実
施
す
る
場
合
を
除
く

。

）に
あ
っ
て
は

抜
取
り
方

、

式
に
よ
り
耐
圧
性
能

気
密
性
能
及
び
安
全
装
置
の
作
動
に
係
る
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

、

ａ
外
観

容
器
本
体
か
ら
取
り
外
し
た
安
全
装
置
に
変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｂ
構
造

形
状
及
び
寸
法

、

設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
構
造

形
状
及
び
寸
法
と
同
一
で
あ
る
こ
と

。

、

ｃ
耐
圧
性
能

所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ

変
形
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｄ
気
密
性
能

所
定
の
圧
力
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ
等
が
な
い
こ
と

。

、

ｅ
安
全
装
置
の
作
動

安
全
装
置
の
う
ち

封
板
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力

溶
栓
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
温
度

封
板

、
、

、

溶
栓
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力
及
び
作
動
温
度
並
び
に
安
全
弁
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力
が
適
正
で
あ
る
こ



と

。

ｆ
表
示

適
正
で
あ
る
こ
と

。

別
表
第
七
１
⑴
ウ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ウ
容
器
弁

(ア
)
外
形

変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。
、

、

(イ
)
安
全
性

容
器
弁
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
容
器
弁
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
点
検
後
速
や
か
に

そ
、

の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
設
置
後
又
は
容
器
弁
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に

次
、

の
事
項
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と

。こ
の
場
合
に
お
い
て

設
置
後
又
は
容
器
弁
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０

、

年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
場
合

（容
器
弁
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
容
器
弁
に
異
常
が
認
め
ら
れ

た
も
の
に
つ
い
て
当
該
点
検
後
速
や
か
に
実
施
す
る
場
合
を
除
く

。

）に
あ
っ
て
は

抜
取
り
方
式
に
よ
り
耐

、



圧
性
能
及
び
気
密
性
能
に
係
る
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

ａ
外
観

容
器
本
体
か
ら
取
り
外
し
た
容
器
弁
に
変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｂ
構
造

形
状
及
び
寸
法

、

設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
構
造

形
状
及
び
寸
法
と
同
一
で
あ
る
こ
と

。

、

ｃ
耐
圧
性
能

所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ

変
形
等
が
な
い
こ
と

。
、

、

ｄ
気
密
性
能

所
定
の
圧
力
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ
等
が
な
い
こ
と

。

、

ｅ
表
示

適
正
で
あ
る
こ
と

。

別
表
第
七
１
⑴
カ
を
キ
と
し
、
オ
を
カ
と
し
、
エ
を
オ
と
し
、
ウ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

エ
安
全
装
置

（容
器
弁
に
設
け
ら
れ
た
も
の
に
限
る

。

）



(ア
)
外
形

変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(イ
)
安
全
性

安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全
装
置
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
点
検
後
速
や
か
に

そ
の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
設
置
後
又
は
安
全
装
置
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間

、に
次
の
事
項
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と

。こ
の
場
合
に
お
い
て

設
置
後
又
は
安
全
装
置
の
安
全
性
の
点
検
の
実

、
、

施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
場
合

（安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全
装
置
に
異
常

が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
当
該
点
検
後
速
や
か
に
実
施
す
る
場
合
を
除
く

。

）に
あ
っ
て
は

抜
取
り
方

、

式
に
よ
り
耐
圧
性
能

気
密
性
能
及
び
安
全
装
置
の
作
動
に
係
る
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

、

ａ
外
観

容
器
本
体
か
ら
取
り
外
し
た
安
全
装
置
に
変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｂ
構
造

形
状
及
び
寸
法

、

設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
構
造

形
状
及
び
寸
法
と
同
一
で
あ
る
こ
と

。

、



ｃ
耐
圧
性
能

所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ

変
形
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｄ
気
密
性
能

所
定
の
圧
力
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ
等
が
な
い
こ
と

。

、

ｅ
安
全
装
置
の
作
動

安
全
装
置
の
う
ち

封
板
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力

溶
栓
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
温
度

封
板

、
、

、

溶
栓
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力
及
び
作
動
温
度
並
び
に
安
全
弁
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力
が
適
正
で
あ
る
こ

と

。

ｆ
表
示

適
正
で
あ
る
こ
と

。

別
表
第
七
１
⑵
カ

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(ウ)

(ウ
)
容
器
弁

ａ
外
形



変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｂ
安
全
性

容
器
弁
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
容
器
弁
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
点
検
後
速
や
か
に
、

そ
の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
設
置
後
又
は
容
器
弁
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に

次
の
事
項
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と

。こ
の
場
合
に
お
い
て

設
置
後
又
は
容
器
弁
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施

、
、

後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
場
合

（容
器
弁
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
容
器
弁
に
異
常
が
認

め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
当
該
点
検
後
速
や
か
に
実
施
す
る
場
合
を
除
く

。

）に
あ
っ
て
は

抜
取
り
方
式

、

に
よ
り
耐
圧
性
能
及
び
気
密
性
能
に
係
る
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

(ａ
)
外
観

容
器
本
体
か
ら
取
り
外
し
た
容
器
弁
に
変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(ｂ
)
構
造

形
状
及
び
寸
法

、

設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
構
造

形
状
及
び
寸
法
と
同
一
で
あ
る
こ
と

。

、

(ｃ
)
耐
圧
性
能



所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ

変
形
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(ｄ
)
気
密
性
能

所
定
の
圧
力
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ
等
が
な
い
こ
と

。

、

(ｅ
)
表
示

適
正
で
あ
る
こ
と

。

別
表
第
七
１
⑵
カ
中

を

と
し
、

を

と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(オ)

(カ)

(エ)

(オ)

(ウ)

(エ
)
安
全
装
置

（容
器
弁
に
設
け
ら
れ
た
も
の
に
限
る
。

）

ａ
外
形

変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｂ
安
全
性

安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全
装
置
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
点
検
後
速
や
か

に
そ
の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
設
置
後
又
は
安
全
装
置
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で

、

の
間
に

次
の
事
項
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と

。こ
の
場
合
に
お
い
て

設
置
後
又
は
安
全
装
置
の
安
全
性
の
点

、
、



検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
場
合

（安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全
装

置
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
当
該
点
検
後
速
や
か
に
実
施
す
る
場
合
を
除
く

。

）に
あ
っ
て
は

抜
取
り
方
式
に
よ
り
耐
圧
性
能

気
密
性
能
及
び
安
全
装
置
の
作
動
に
係
る
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

、
、

(ａ
)
外
観

容
器
本
体
か
ら
取
り
外
し
た
安
全
装
置
に
変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(ｂ
)
構
造

形
状
及
び
寸
法

、

設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
構
造

形
状
及
び
寸
法
と
同
一
で
あ
る
こ
と

。
、

(ｃ
)
耐
圧
性
能

所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ

変
形
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(ｄ
)
気
密
性
能

所
定
の
圧
力
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ
等
が
な
い
こ
と

。

、

(ｅ
)
安
全
装
置
の
作
動

安
全
装
置
の
う
ち

封
板
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力

溶
栓
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
温
度

封
、

、
、



板
溶
栓
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力
及
び
作
動
温
度
並
び
に
安
全
弁
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力
が
適
正
で
あ

る
こ
と

。

(ｆ
)
表
示

適
正
で
あ
る
こ
と

。

別
表
第
七
１
⑶
ウ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ウ
容
器
弁

(ア
)
外
形

変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(イ
)
安
全
性

容
器
弁
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
容
器
弁
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
点
検
後
速
や
か
に

そ
、

の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
設
置
後
又
は
容
器
弁
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に

次
、

の
事
項
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と

。こ
の
場
合
に
お
い
て

設
置
後
又
は
容
器
弁
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０

、

年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
場
合

（容
器
弁
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
容
器
弁
に
異
常
が
認
め
ら
れ



た
も
の
に
つ
い
て
当
該
点
検
後
速
や
か
に
実
施
す
る
場
合
を
除
く

。

）に
あ
っ
て
は

抜
取
り
方
式
に
よ
り
耐

、

圧
性
能
及
び
気
密
性
能
に
係
る
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

ａ
外
観

容
器
本
体
か
ら
取
り
外
し
た
容
器
弁
に
変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｂ
構
造

形
状
及
び
寸
法

、

設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
構
造

形
状
及
び
寸
法
と
同
一
で
あ
る
こ
と

。

、

ｃ
耐
圧
性
能

所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ

変
形
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｄ
気
密
性
能

所
定
の
圧
力
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ
等
が
な
い
こ
と

。

、

ｅ
表
示

適
正
で
あ
る
こ
と

。

別
表
第
七
１
⑶
中
エ
を
オ
と
し
、
ウ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。



エ
安
全
装
置

（容
器
弁
に
設
け
ら
れ
た
も
の
に
限
る

。

）

(ア
)
外
形

変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(イ
)
安
全
性

安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全
装
置
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
点
検
後
速
や
か
に

そ
の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
設
置
後
又
は
安
全
装
置
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間

、に
次
の
事
項
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と

。こ
の
場
合
に
お
い
て

設
置
後
又
は
安
全
装
置
の
安
全
性
の
点
検
の
実

、
、

施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
場
合

（安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全
装
置
に
異
常

が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
当
該
点
検
後
速
や
か
に
実
施
す
る
場
合
を
除
く

。

）に
あ
っ
て
は

抜
取
り
方

、

式
に
よ
り
耐
圧
性
能

気
密
性
能
及
び
安
全
装
置
の
作
動
に
係
る
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

、

ａ
外
観

容
器
本
体
か
ら
取
り
外
し
た
安
全
装
置
に
変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｂ
構
造

形
状
及
び
寸
法

、



設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
構
造

形
状
及
び
寸
法
と
同
一
で
あ
る
こ
と

。

、

ｃ
耐
圧
性
能

所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ

変
形
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｄ
気
密
性
能

所
定
の
圧
力
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ
等
が
な
い
こ
と

。

、

ｅ
安
全
装
置
の
作
動

安
全
装
置
の
う
ち

封
板
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力

溶
栓
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
温
度

封
板

、
、

、

溶
栓
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力
及
び
作
動
温
度
並
び
に
安
全
弁
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力
が
適
正
で
あ
る
こ

と

。

ｆ
表
示

適
正
で
あ
る
こ
と

。

別
表
第
八
１
⑴
ウ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ウ
容
器
弁



(ア
)
外
形

変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(イ
)
安
全
性

容
器
弁
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
容
器
弁
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
点
検
後
速
や
か
に

そ
、

の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
設
置
後
又
は
容
器
弁
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に

次
、

の
事
項
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と

。こ
の
場
合
に
お
い
て

設
置
後
又
は
容
器
弁
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０

、

年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
場
合

（容
器
弁
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
容
器
弁
に
異
常
が
認
め
ら
れ

た
も
の
に
つ
い
て
当
該
点
検
後
速
や
か
に
実
施
す
る
場
合
を
除
く

。

）に
あ
っ
て
は

抜
取
り
方
式
に
よ
り
耐

、

圧
性
能
及
び
気
密
性
能
に
係
る
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

ａ
外
観

容
器
本
体
か
ら
取
り
外
し
た
容
器
弁
に
変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｂ
構
造

形
状
及
び
寸
法

、

設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
構
造

形
状
及
び
寸
法
と
同
一
で
あ
る
こ
と

。

、



ｃ
耐
圧
性
能

所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ

変
形
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｄ
気
密
性
能

所
定
の
圧
力
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ
等
が
な
い
こ
と

。

、

ｅ
表
示

適
正
で
あ
る
こ
と

。

別
表
第
八
１
⑴
中
キ
を
ク
と
し
、
エ
か
ら
カ
ま
で
を
オ
か
ら
キ
ま
で
と
し
、
ウ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

エ
安
全
装
置

（容
器
弁
に
設
け
ら
れ
た
も
の
に
限
る

。

）

(ア
)
外
形

変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(イ
)
安
全
性

安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全
装
置
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
点
検
後
速
や
か
に

そ
の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
設
置
後
又
は
安
全
装
置
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間

、



に
次
の
事
項
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と

。こ
の
場
合
に
お
い
て

設
置
後
又
は
安
全
装
置
の
安
全
性
の
点
検
の
実

、
、

施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
場
合

（安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全
装
置
に
異
常

が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
当
該
点
検
後
速
や
か
に
実
施
す
る
場
合
を
除
く

。

）に
あ
っ
て
は

抜
取
り
方

、

式
に
よ
り
耐
圧
性
能

気
密
性
能
及
び
安
全
装
置
の
作
動
に
係
る
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

、

ａ
外
観

容
器
本
体
か
ら
取
り
外
し
た
安
全
装
置
に
変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｂ
構
造

形
状
及
び
寸
法

、

設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
構
造

形
状
及
び
寸
法
と
同
一
で
あ
る
こ
と

。

、

ｃ
耐
圧
性
能

所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ

変
形
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｄ
気
密
性
能

所
定
の
圧
力
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ
等
が
な
い
こ
と

。

、

ｅ
安
全
装
置
の
作
動



安
全
装
置
の
う
ち

封
板
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力

溶
栓
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
温
度

封
板

、
、

、

溶
栓
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力
及
び
作
動
温
度
並
び
に
安
全
弁
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力
が
適
正
で
あ
る
こ

と

。

ｆ
表
示

適
正
で
あ
る
こ
と

。

別
表
第
八
１
⑵
カ

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(ウ)

(ウ
)
容
器
弁

ａ
外
形

変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｂ
安
全
性

容
器
弁
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
容
器
弁
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
点
検
後
速
や
か
に
、

そ
の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
設
置
後
又
は
容
器
弁
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に

次
の
事
項
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と

。こ
の
場
合
に
お
い
て

設
置
後
又
は
容
器
弁
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施

、
、



後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
場
合

（容
器
弁
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
容
器
弁
に
異
常
が
認

め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
当
該
点
検
後
速
や
か
に
実
施
す
る
場
合
を
除
く

。

）に
あ
っ
て
は

抜
取
り
方
式

、

に
よ
り
耐
圧
性
能
及
び
気
密
性
能
に
係
る
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

(ａ
)
外
観

容
器
本
体
か
ら
取
り
外
し
た
容
器
弁
に
変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(ｂ
)
構
造

形
状
及
び
寸
法

、

設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
構
造

形
状
及
び
寸
法
と
同
一
で
あ
る
こ
と

。
、

(ｃ
)
耐
圧
性
能

所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ

変
形
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(ｄ
)
気
密
性
能

所
定
の
圧
力
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ
等
が
な
い
こ
と

。

、

(ｅ
)
表
示

適
正
で
あ
る
こ
と

。



別
表
第
八
１
⑴
カ
中

を

と
し
、

を

と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(オ)

(カ)

(エ)

(オ)

(ウ)

(エ
)
安
全
装
置

（容
器
弁
に
設
け
ら
れ
た
も
の
に
限
る

。

）

ａ
外
形

変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｂ
安
全
性

安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全
装
置
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
点
検
後
速
や
か

に
そ
の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
設
置
後
又
は
安
全
装
置
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で

、

の
間
に

次
の
事
項
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と

。こ
の
場
合
に
お
い
て

設
置
後
又
は
安
全
装
置
の
安
全
性
の
点

、
、

検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
場
合

（安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全
装

置
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
当
該
点
検
後
速
や
か
に
実
施
す
る
場
合
を
除
く

。

）に
あ
っ
て
は

抜
取
り
方
式
に
よ
り
耐
圧
性
能

気
密
性
能
及
び
安
全
装
置
の
作
動
に
係
る
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

、
、

(ａ
)
外
観

容
器
本
体
か
ら
取
り
外
し
た
安
全
装
置
に
変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、



(ｂ
)
構
造

形
状
及
び
寸
法

、

設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
構
造

形
状
及
び
寸
法
と
同
一
で
あ
る
こ
と

。

、

(ｃ
)
耐
圧
性
能

所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ

変
形
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(ｄ
)
気
密
性
能

所
定
の
圧
力
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ
等
が
な
い
こ
と

。

、

(ｅ
)
安
全
装
置
の
作
動

安
全
装
置
の
う
ち

封
板
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力

溶
栓
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
温
度

封
、

、
、

板
溶
栓
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力
及
び
作
動
温
度
並
び
に
安
全
弁
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力
が
適
正
で
あ

る
こ
と

。

(ｆ
)
表
示

適
正
で
あ
る
こ
と

。

別
表
第
八
１
⑶
ウ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



ウ
容
器
弁

(ア
)
外
形

変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(イ
)
安
全
性

容
器
弁
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
容
器
弁
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
点
検
後
速
や
か
に

そ
、

の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
設
置
後
又
は
容
器
弁
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に

次
、

の
事
項
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と

。こ
の
場
合
に
お
い
て

設
置
後
又
は
容
器
弁
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０

、

年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
場
合

（容
器
弁
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
容
器
弁
に
異
常
が
認
め
ら
れ

た
も
の
に
つ
い
て
当
該
点
検
後
速
や
か
に
実
施
す
る
場
合
を
除
く

。

）に
あ
っ
て
は

抜
取
り
方
式
に
よ
り
耐

、

圧
性
能
及
び
気
密
性
能
に
係
る
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

ａ
外
観

容
器
本
体
か
ら
取
り
外
し
た
容
器
弁
に
変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｂ
構
造

形
状
及
び
寸
法

、



設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
構
造

形
状
及
び
寸
法
と
同
一
で
あ
る
こ
と

。

、

ｃ
耐
圧
性
能

所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ

変
形
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｄ
気
密
性
能

所
定
の
圧
力
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ
等
が
な
い
こ
と

。

、

ｅ
表
示

適
正
で
あ
る
こ
と

。

別
表
第
八
１
⑶
中
エ
を
オ
と
し
、
ウ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

エ
安
全
装
置

（容
器
弁
に
設
け
ら
れ
た
も
の
に
限
る

。

）

(ア
)
外
形

変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(イ
)
安
全
性

安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全
装
置
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
点
検
後
速
や
か
に



そ
の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
設
置
後
又
は
安
全
装
置
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間

、に
次
の
事
項
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と

。こ
の
場
合
に
お
い
て

設
置
後
又
は
安
全
装
置
の
安
全
性
の
点
検
の
実

、
、

施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
場
合

（安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全
装
置
に
異
常

が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
当
該
点
検
後
速
や
か
に
実
施
す
る
場
合
を
除
く

。

）に
あ
っ
て
は

抜
取
り
方

、

式
に
よ
り
耐
圧
性
能

気
密
性
能
及
び
安
全
装
置
の
作
動
に
係
る
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

、

ａ
外
観

容
器
本
体
か
ら
取
り
外
し
た
安
全
装
置
に
変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。
、

、

ｂ
構
造

形
状
及
び
寸
法

、

設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
構
造

形
状
及
び
寸
法
と
同
一
で
あ
る
こ
と

。

、

ｃ
耐
圧
性
能

所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ

変
形
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｄ
気
密
性
能

所
定
の
圧
力
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ
等
が
な
い
こ
と

。

、



ｅ
安
全
装
置
の
作
動

安
全
装
置
の
う
ち

封
板
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力

溶
栓
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
温
度

封
板

、
、

、

溶
栓
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力
及
び
作
動
温
度
並
び
に
安
全
弁
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力
が
適
正
で
あ
る
こ

と

。

ｆ
表
示

適
正
で
あ
る
こ
と

。

別
表
第
二
十
八
１
⑵
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ
安
全
装
置

（容
器
弁
に
設
け
ら
れ
た
も
の
に
限
る

。

）

(ア
)
外
形

変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(イ
)
安
全
性

安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全
装
置
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
点
検
後
速
や
か
に



そ
の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
設
置
後
又
は
安
全
装
置
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間

、に
次
の
事
項
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と

。こ
の
場
合
に
お
い
て

設
置
後
又
は
安
全
装
置
の
安
全
性
の
点
検
の
実

、
、

施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
場
合

（安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全
装
置
に
異
常

が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
当
該
点
検
後
速
や
か
に
実
施
す
る
場
合
を
除
く

。

）に
あ
っ
て
は

抜
取
り
方

、

式
に
よ
り
耐
圧
性
能

気
密
性
能
及
び
安
全
装
置
の
作
動
に
係
る
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

、

ａ
外
観

容
器
本
体
か
ら
取
り
外
し
た
安
全
装
置
に
変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。
、

、

ｂ
構
造

形
状
及
び
寸
法

、

設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
構
造

形
状
及
び
寸
法
と
同
一
で
あ
る
こ
と

。

、

ｃ
耐
圧
性
能

所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ

変
形
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｄ
気
密
性
能

所
定
の
圧
力
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ
等
が
な
い
こ
と

。

、



ｅ
安
全
装
置
の
作
動

安
全
装
置
の
う
ち

封
板
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力

溶
栓
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
温
度

封
板

、
、

、

溶
栓
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力
及
び
作
動
温
度
並
び
に
安
全
弁
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力
が
適
正
で
あ
る
こ

と

。

ｆ
表
示

適
正
で
あ
る
こ
と

。

別
表
第
二
十
八
１
⑵
エ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

エ
容
器
弁

(ア
)
外
形

変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(イ
)
安
全
性

容
器
弁
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
容
器
弁
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
点
検
後
速
や
か
に

そ
、

の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
設
置
後
又
は
容
器
弁
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に

次
、



の
事
項
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と

。こ
の
場
合
に
お
い
て

設
置
後
又
は
容
器
弁
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０

、

年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
場
合

（容
器
弁
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
容
器
弁
に
異
常
が
認
め
ら
れ

た
も
の
に
つ
い
て
当
該
点
検
後
速
や
か
に
実
施
す
る
場
合
を
除
く

。

）に
あ
っ
て
は

抜
取
り
方
式
に
よ
り
耐

、

圧
性
能
及
び
気
密
性
能
に
係
る
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

ａ
外
観

容
器
本
体
か
ら
取
り
外
し
た
容
器
弁
に
変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｂ
構
造

形
状
及
び
寸
法

、

設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
構
造

形
状
及
び
寸
法
と
同
一
で
あ
る
こ
と

。

、

ｃ
耐
圧
性
能

所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ

変
形
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｄ
気
密
性
能

所
定
の
圧
力
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ
等
が
な
い
こ
と

。

、

ｅ
表
示



適
正
で
あ
る
こ
と

。

別
表
第
二
十
八
１
⑶
オ

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(ウ)

(ウ
)
容
器
弁

ａ
外
形

変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｂ
安
全
性

容
器
弁
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
容
器
弁
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
点
検
後
速
や
か
に
、

そ
の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
設
置
後
又
は
容
器
弁
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に

次
の
事
項
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と

。こ
の
場
合
に
お
い
て

設
置
後
又
は
容
器
弁
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施

、
、

後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
場
合

（容
器
弁
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
容
器
弁
に
異
常
が
認

め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
当
該
点
検
後
速
や
か
に
実
施
す
る
場
合
を
除
く

。

）に
あ
っ
て
は

抜
取
り
方
式

、

に
よ
り
耐
圧
性
能
及
び
気
密
性
能
に
係
る
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

(ａ
)
外
観



容
器
本
体
か
ら
取
り
外
し
た
容
器
弁
に
変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(ｂ
)
構
造

形
状
及
び
寸
法

、

設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
構
造

形
状
及
び
寸
法
と
同
一
で
あ
る
こ
と

。

、

(ｃ
)
耐
圧
性
能

所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ

変
形
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(ｄ
)
気
密
性
能

所
定
の
圧
力
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ
等
が
な
い
こ
と

。
、

(ｅ
)
表
示

適
正
で
あ
る
こ
と

。

別
表
第
二
十
八
１
⑶
オ
中

を

と
し
、

を

と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(オ)

(カ)

(エ)

(オ)

(ウ)

(エ
)
安
全
装
置

（容
器
弁
に
設
け
ら
れ
た
も
の
に
限
る

。

）

ａ
外
形

変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、



ｂ
安
全
性

安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全
装
置
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
点
検
後
速
や
か

に
そ
の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
設
置
後
又
は
安
全
装
置
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で

、

の
間
に

次
の
事
項
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と

。こ
の
場
合
に
お
い
て

設
置
後
又
は
安
全
装
置
の
安
全
性
の
点

、
、

検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
場
合

（安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全
装

置
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
当
該
点
検
後
速
や
か
に
実
施
す
る
場
合
を
除
く

。

）に
あ
っ
て
は

抜
取
り
方
式
に
よ
り
耐
圧
性
能

気
密
性
能
及
び
安
全
装
置
の
作
動
に
係
る
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。
、

、

(ａ
)
外
観

容
器
本
体
か
ら
取
り
外
し
た
安
全
装
置
に
変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(ｂ
)
構
造

形
状
及
び
寸
法

、

設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
構
造

形
状
及
び
寸
法
と
同
一
で
あ
る
こ
と

。

、

(ｃ
)
耐
圧
性
能

所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ

変
形
等
が
な
い
こ
と

。

、
、



(ｄ
)
気
密
性
能

所
定
の
圧
力
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ
等
が
な
い
こ
と

。

、

(ｅ
)
安
全
装
置
の
作
動

安
全
装
置
の
う
ち

封
板
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力

溶
栓
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
温
度

封
、

、
、

板
溶
栓
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力
及
び
作
動
温
度
並
び
に
安
全
弁
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力
が
適
正
で
あ

る
こ
と

。

(ｆ
)
表
示

適
正
で
あ
る
こ
と

。

別
表
第
二
十
九
１
中
「１
機
器
点
検

」
を
「１

機
器
点
検

に
改
め
る
。

次
の
事
項
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と

。

」

別
表
第
二
十
九
１
⑵
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ
安
全
装
置

（容
器
弁
に
設
け
ら
れ
た
も
の
に
限
る

。

）

(ア
)
外
形



変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
く

開
閉
位
置
が
正
常
で
あ
る
こ
と

。

、
、

、

(イ
)
安
全
性

安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全
装
置
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
点
検
後
速
や
か
に

そ
の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
設
置
後
又
は
安
全
装
置
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間

、に
次
の
事
項
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と

。こ
の
場
合
に
お
い
て

設
置
後
又
は
安
全
装
置
の
安
全
性
の
点
検
の
実

、
、

施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
場
合

（安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全
装
置
に
異
常

が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
当
該
点
検
後
速
や
か
に
実
施
す
る
場
合
を
除
く

。

）に
あ
っ
て
は

抜
取
り
方

、

式
に
よ
り
耐
圧
性
能

気
密
性
能
及
び
安
全
装
置
の
作
動
に
係
る
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

、

ａ
外
観

容
器
本
体
か
ら
取
り
外
し
た
安
全
装
置
に
変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｂ
構
造

形
状
及
び
寸
法

、

設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
構
造

形
状
及
び
寸
法
と
同
一
で
あ
る
こ
と

。

、

ｃ
耐
圧
性
能



所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ

変
形
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｄ
気
密
性
能

所
定
の
圧
力
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ
等
が
な
い
こ
と

。

、

ｅ
安
全
装
置
の
作
動

安
全
装
置
の
う
ち

封
板
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力

溶
栓
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
温
度

封
板

、
、

、

溶
栓
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力
及
び
作
動
温
度
並
び
に
安
全
弁
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力
が
適
正
で
あ
る
こ

と
。

ｆ
表
示

適
正
で
あ
る
こ
と

。

別
表
第
二
十
九
１
⑵
エ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

エ
容
器
弁

(ア
)
外
形

変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、



(イ
)
安
全
性

容
器
弁
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
容
器
弁
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
点
検
後
速
や
か
に

そ
、

の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
設
置
後
又
は
容
器
弁
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に

次
、

の
事
項
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と

。こ
の
場
合
に
お
い
て

設
置
後
又
は
容
器
弁
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０

、

年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
場
合

（容
器
弁
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
容
器
弁
に
異
常
が
認
め
ら
れ

た
も
の
に
つ
い
て
当
該
点
検
後
速
や
か
に
実
施
す
る
場
合
を
除
く

。

）に
あ
っ
て
は

抜
取
り
方
式
に
よ
り
耐

、

圧
性
能
及
び
気
密
性
能
に
係
る
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

ａ
外
観

容
器
本
体
か
ら
取
り
外
し
た
容
器
弁
に
変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｂ
構
造

形
状
及
び
寸
法

、

設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
構
造

形
状
及
び
寸
法
と
同
一
で
あ
る
こ
と

。

、

ｃ
耐
圧
性
能

所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ

変
形
等
が
な
い
こ
と

。

、
、



ｄ
気
密
性
能

所
定
の
圧
力
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ
等
が
な
い
こ
と

。

、

ｅ
表
示

適
正
で
あ
る
こ
と

。

別
表
第
二
十
九
１
⑶
オ

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(ウ)

(ウ
)
容
器
弁

ａ
外
形

変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｂ
安
全
性

容
器
弁
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
容
器
弁
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
点
検
後
速
や
か
に
、

そ
の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
設
置
後
又
は
容
器
弁
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に

次
の
事
項
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と

。こ
の
場
合
に
お
い
て

設
置
後
又
は
容
器
弁
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施

、
、

後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
場
合

（容
器
弁
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
容
器
弁
に
異
常
が
認



め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
当
該
点
検
後
速
や
か
に
実
施
す
る
場
合
を
除
く

。

）に
あ
っ
て
は

抜
取
り
方
式

、

に
よ
り
耐
圧
性
能
及
び
気
密
性
能
に
係
る
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

(ａ
)
外
観

容
器
本
体
か
ら
取
り
外
し
た
容
器
弁
に
変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(ｂ
)
構
造

形
状
及
び
寸
法

、

設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
構
造

形
状
及
び
寸
法
と
同
一
で
あ
る
こ
と

。

、

(ｃ
)
耐
圧
性
能

所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ

変
形
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(ｄ
)
気
密
性
能

所
定
の
圧
力
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ
等
が
な
い
こ
と

。

、

(ｅ
)
表
示

適
正
で
あ
る
こ
と

。

別
表
第
二
十
八
１
⑶
オ
中

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(カ)

(キ)

(オ)

(カ)

(エ)

(オ)

(ウ)



(エ
)
安
全
装
置

（容
器
弁
に
設
け
ら
れ
た
も
の
に
限
る

。

）

ａ
外
形

変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

ｂ
安
全
性

安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全
装
置
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
点
検
後
速
や
か

に
そ
の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
設
置
後
又
は
安
全
装
置
の
安
全
性
の
点
検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で

、

の
間
に

次
の
事
項
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と
。こ
の
場
合
に
お
い
て

設
置
後
又
は
安
全
装
置
の
安
全
性
の
点

、
、

検
の
実
施
後
３
０
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
場
合

（安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
安
全
装

置
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
当
該
点
検
後
速
や
か
に
実
施
す
る
場
合
を
除
く

。

）に
あ
っ
て
は

抜
取
り
方
式
に
よ
り
耐
圧
性
能

気
密
性
能
及
び
安
全
装
置
の
作
動
に
係
る
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

、
、

(ａ
)
外
観

容
器
本
体
か
ら
取
り
外
し
た
安
全
装
置
に
変
形

損
傷

著
し
い
腐
食
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(ｂ
)
構
造

形
状
及
び
寸
法

、



設
計
図
書
に
記
載
さ
れ
た
構
造

形
状
及
び
寸
法
と
同
一
で
あ
る
こ
と

。

、

(ｃ
)
耐
圧
性
能

所
定
の
水
圧
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ

変
形
等
が
な
い
こ
と

。

、
、

(ｄ
)
気
密
性
能

所
定
の
圧
力
を
か
け
た
場
合
に
お
い
て

漏
れ
等
が
な
い
こ
と

。

、

(ｅ
)
安
全
装
置
の
作
動

安
全
装
置
の
う
ち

封
板
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力

溶
栓
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
温
度

封
、

、
、

板
溶
栓
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力
及
び
作
動
温
度
並
び
に
安
全
弁
に
あ
っ
て
は
作
動
圧
力
が
適
正
で
あ

る
こ
と

。

(ｆ
)
表
示

適
正
で
あ
る
こ
と

。



別
記
様
式
第
六
（
そ
の
一
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



別記様式第６                                 （その１） 

不活性ガス（二酸化炭素、窒素、IG-55、IG-541）消火設備点検票 
(区 画 名：       ) 

(設備方式：全域･局所･移動) 

名 称  
防 火 

管理者 
印 

所 在  立会者 印 

点検種別 機 器 ・ 総 合 点検年月日 年   月   日～   年   月   日 

点 検 者 

資格  番号 

 
点 検 者 

所属会社 

社名          TEL 

氏名     印 住所 

点 検 項 目 
点  検  結  果 

措 置 内 容 
種別・容量等の内容 判 定 不 良 内 容 

機  器  点  検 

消

火

剤

貯

蔵

容

器

等 

貯
蔵
容
器 

消

火

剤 

周 囲 の 状 況     
外 形     

表 示 ・ 標 識     

高 

圧 

式 

※ 消 火 剤 量 本    

容 器 弁 
外 形     

安 全 性     

安全装置 
外 形     

安 全 性     

容 器 弁 

開放装置 

外 形     

電 気 式     

ガス圧式     

低 

圧 
式 

消 火 剤 量 kg    

液 面 計 ・ 圧 力 計     

圧力警報装置・安全装置等     

自 動 冷 凍 機     

放 出 弁     

放 出 弁 

開放装置 

外 形     

電 気 式     

ガス圧式

 

    

バ ル ブ 類     

連 結 管 ・ 集 合 管     

起 

動 

用 

ガ 

ス 

容 

器 

等 

起 動 用 

ガ ス 容 器 

外 形     

表 示     

※ ガ    ス    量 本    

容 器 弁 
外 形     

安 全 性    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安 全 装 置 
外 形     

安 全 性     

容 器 弁 

開 放 装 置 

外 形     

電 気 式     

手 動 式     

備考 1 この用紙の大きさは、日本工業規格A４とすること。 
   2 種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。 

   3 判定欄は、正常の場合は○印、不良の場合は×印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 

   4 選択肢のある欄は、該当事項に○印を付すこと。 

   5 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 

   6 ※印のあるものは、（その5）に容器ごとの点検結果を記入すること。 



別
記
様
式
第
七
（
そ
の
一
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



別記様式第７                                 （その１） 

ハロゲン化物（ハロン2402、1211、1301、HFC-23、HFC-227ea、FK-5-1-12）

消火設備点検票 

（区 画 名：        ） 

（設備方式：全域・局所・移動） 

名 称  
防 火 

管理者 
印 

所 在  立会者 印 

点検種別 機 器 ・ 総 合 点検年月日 年   月   日～   年   月   日 

 

点検者 
資格  番号 
 点  検  者 

所 属 会 社 

社名              TEL 

氏名       
印 

住所 

点 検 項 目 
点  検  結  果 

措置内容 
種別・容量等の内容 判 定 不 良 内 容 

機  器  点  検 

蓄
圧
式
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等 

消 火 剤 

貯 蔵 容 器 

周 囲 の 状 況     

外 形     

表 示 ・ 標 識     

※ 消 火 剤 量 本    

容 器 弁 
外 形     

安 全 性     

安 全 装 置 
外 形     

安 全 性     

容 器 弁 

開 放 装 置 

外 形     

電 気 式     

ガ ス 圧 式     

指 示 圧 力 計     

連 結 管 ・ 集 合 管     

加
圧
式
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等 

貯
蔵
タ
ン
ク 

消 

火 

剤 

周 囲 の 状 況     

外 形     

表 示 ・ 標 識     

安 全 装 置     

消 火 剤 量 kg    

放 出 弁     

放 出 弁 

開 放 装 置 

外 形     

電 気 式     

ガ ス 圧 式     

バ ル ブ 類     

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 
   ２ 種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。 
   ３ 判定欄は、正常の場合は○印、不良の場合は×印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 
   ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○印を付すこと。 
   ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 
   ６ ※印のあるものは、（その５）に容器ごとの点検結果を記入すること。 



別
記
様
式
第
七
（
そ
の
二
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



別記様式第７                       ハロゲン化物消火設備（その２） 

加
圧
式
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等 

加

圧

用

ガ

ス

容

器

等 

加 圧 用 

ガス容器 

周 囲 の 状 況     

外 形     

表 示     

※ ガ ス 量     

容 器 弁 
外 形     

安 全 性     

安全装置 
外 形     

安 全 性     

容 器 弁 

開放装置 

外 形     

電 気 式     

ガ ス 圧 式     

連 結 管 ・ 集 合 管     

起

動

用

ガ

ス

容

器

等 

起 動 用 
ガ ス 容 器 

外 形     

表 示     

※ ガ ス 量 本    

容 器 弁 
外 形     

安 全 性     

安 全 装 置 
外 形     

安 全 性     

容 器 弁 
開 放 装 置 

外 形     

電 気 式     

手 動 式     

選 

択 

弁 

本 体 

外 形     

表 示     

機 能     

開 放 装 置 

外 形     

電 気 式     

ガ ス 圧 式     

操作管・逆止弁 
外 形     

機 能     

起 

動 

装 

置 

手
動
式
起
動
装
置 

周 囲 の 状 況     

操 作 箱     

表 示     

電 源 表 示 灯     

音響警報起動用スイッチ     

放出用・非常停止用スイッチ     

表 示 灯     

保 護 カ バ ー     
起
動
装
置 

自

動

式 

火 災 感 知 装 置  専用  兼用    

自 動 ・ 手 動 切 替 装 置     

自動・手動切替表示灯     

警 報 装 置 

外 形     

音 響 警 報     

音 声 警 報     
備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 
   ２ 種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。 
   ３ 判定欄は、正常の場合は○印、不良の場合は×印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 
   ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○印を付すこと。 
   ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 
   ６ ※印のあるものは、（その５）に容器ごとの点検結果を記入すること。 



別
記
様
式
第
八
（
そ
の
一
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



別記様式第８                                 （その１） 

粉 末 消 火 設 備 点 検 票  
（区 画 名：        ） 
（設備方式：全域・局所・移動） 

名 称  
防 火 
管理者 

印 

所 在  立会者 印 

点検種別 機 器 ・ 総 合 点検年月日 年   月   日～   年   月   日 

点 検 者 

資格  番号 
 点  検  者 

所 属 会 社 

社名              TEL 

氏名       
印 

住所 

点 検 項 目 
点  検  結  果 

措 置 内 容 
種別・容量等の内容 判 定 不 良 内 容 

機  器  点  検 

蓄

圧

式

粉

末

消

火

剤

貯

蔵

容

器

等 

消 火 剤 

貯 蔵 容 器 

周 囲 の 状 況     

外 形     

表 示 ・ 標 識     

※ 消 火 剤 量 本    

容 器 弁 
外 形     

安 全 性     

安 全 装 置 
外 形     

安 全 性     

容 器 弁 

開 放 装 置 

外 形     

電 気 式     

ガ ス 圧 式     

指 示 圧 力 計 MPa    

バ ル ブ 類     

連 結 管 ・ 集 合 管     

加
圧
式
粉
末
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等 

貯
蔵
タ
ン
ク 

消 

火 

剤 

周 囲 の 状 況     

外 形     

表 示 ・ 標 識     

安 全 装 置     

消 火 剤 量 kg    

放 出 弁     

放 出 弁 

開 放 装 置 

外 形     

電 気 式     

ガ ス 圧 式     

バ ル ブ 類     

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 
   ２ 種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。 
   ３ 判定欄は、正常の場合は○印、不良の場合は×印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 
   ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○印を付すこと。 
   ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 
   ６ ※印のあるものは、（その５）に容器ごとの点検結果を記入すること。 



別
記
様
式
第
八
（
そ
の
二
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



別記様式第８                           粉末消火設備（その２） 

加
圧

式
粉
末
消
火
剤

貯
蔵
容

器

等 

加

圧

用

ガ

ス

容

器

等 

加 圧 用 

ガ ス 容 器 

周 囲 の 状 況     
外 形     

表 示     

※ ガ ス 量 本    

容 器 弁 
外 形     

安 全 性     

安 全 装 置 
外 形     

安 全 性     

容 器 弁 

開 放 装 置 

外 形     

電 気 式     

ガ ス 圧 式     

圧 力 調 整 器     

連 結 管 ・ 集 合 管     

定 圧 作 動 装 置     

起

動

用

ガ

ス

容

器

等 

起 動 用 
ガ ス 容 器 

外 形     

表 示     

※ ガ ス 量 本    

容 器 弁 
外 形     

安 全 性     

安 全 装 置 
外 形     

安 全 性     

容 器 弁 
開 放 装 置 

外 形     

電 気 式     

手 動 式     

選 

択 

弁 

本 体 

外 形     

表 示     

機 能     

開 放 装 置 

外 形     

電 気 式     

ガ ス 圧 式     

操作管・逆止弁 
外 形     

機 能     

起

 

動

 

装

 

置 

手
動
式
起
動
装
置 

周 囲 の 状 況     

操 作 箱     

表 示     

電 源 表 示 灯     

音響警報起動用スイッチ     

放出用・非常停止用スイッチ     

表 示 灯     

保 護 カ バ ー     
起
動
装
置 

自

動

式 

火 災 感 知 装 置   専用   兼用    

自 動 ・ 手 動 切 替 装 置     

自動・手動切替表示灯     

警
報
装
置 

外 形     

音 響 警 報     

音 声 警 報     
備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 

   ２ 種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。 

   ３ 判定欄は、正常の場合は○印、不良の場合は×印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 

   ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○印を付すこと。 

   ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 

   ６ ※印のあるものは、（その５）に容器ごとの点検結果を記入すること。 



別
記
様
式
第
二
十
八
（
そ
の
一
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



別記様式第28                                 （その１） 

パ ッ ケ ー ジ 型 消 火 設 備 点 検 票 

名 称  
防 火 

管理者 
○印E  

所 在  立会者 A○印E  

点検種別 機器点検・総合点検 点検年月

 
年   月   日～   年   月   日  

点 検 者 

資格  番号 

 点 検 者 

所属会社 

社名              TEL 

氏名 
A○印E  

住所 

点 検 項 目 
点  検  結  果 

措 置 内 容 
種別・容量等の内容 判 定 不 良 内 容 

機    器    点    検 

パ
ッ
ケ
ー
ジ 

周 囲 の 状 況     

外 形     

表 示     

表 示 灯     

設 置 場 所     

蓄
圧
式
消
火
薬
剤
貯
蔵
容
器
等 

消 火 薬 剤 貯 蔵 容 器     

安 全 装 置 
外 形     

安 全 性     

※ 消  火  薬  剤     

容 器 弁 
外 形     

安 全 性     

バ ル ブ 類     

指 示 圧 力 計     

加

圧

式

消

火

薬

剤

貯

蔵

容

器

等 

消 火 薬 剤 貯 蔵 容 器     

安 全 装 置     

※ 消  火  薬  剤     

バ ル ブ 類     

加
圧
用
ガ
ス
容
器
等 

加 圧 用 

ガス容器 

外 形     

表 示     

※ガ   ス   量     

容 器 弁 
外 形     

安 全 性     

安全装置 
外 形     

安 全 性     

バ ル ブ 類     

圧 力 調 整 器     



別
記
様
式
第
二
十
九
（
そ
の
一
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



別記様式第29                                 （その１） 

パ ッ ケ ー ジ 型 自 動 消 火 設 備 点 検 票 

名 称  
防 火 

管 理 者 
○印E  

所 在  立 会 者 
A○印E  

点検種別 機器点検・総合点検 点検年月日 年   月   日～   年   月   日 

点 検 者 

資格   番号 

 点 検 者 

所属会社 

社名              TEL 

氏名    

 A○印E  

住所 

点 検 項 目 
点  検  結  果 

措 置 内 容 
種別・容量等の内容 判 定 不 良 内 容 

機    器    点    検 

パ
ッ
ケ
ー
ジ 

周 囲 の 状 況     

外 形     

表 示     

同 時 放 射 区 域     

蓄
圧
式
消
火
薬
剤
貯
蔵
容
器
等 

消 火 薬 剤 貯 蔵 容 器 本    

安 全 装 置 
外 形     

安 全 性     

※ 消  火  薬  剤     

容 器 弁 
外 形     

安 全 性     

容 器 弁 

開 放 装 置 

外 形     

機 能     

バ ル ブ 類     

指 示 圧 力 計     

加

圧

式

消

火

薬

剤

貯

蔵

容

器

等 
消 火 薬 剤 貯 蔵 容 器 本    

安 全 装 置     

※ 消  火  薬  剤     

バ ル ブ 類     

加
圧
用
ガ
ス
容
器
等 

加 圧 用 

ガ ス 容 器 

外 形     

表 示     

※ ガ   ス   量     

容 器 弁 
外 形     

安 全 性     

安 全 装 置 
外 形     

安 全 性     

容 器 弁 

開 放 装 置 

外 形     

機 能     

バ ル ブ 類     

圧 力 調 整 器     



附

則

１

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
の
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
及
び
起
動

用
ガ
ス
容
器
等
、
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
火
設
備
の
蓄
圧
式
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
、
加
圧
式
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
火

剤
貯
蔵
容
器
等
及
び
起
動
用
ガ
ス
容
器
等
、
粉
末
消
火
設
備
の
蓄
圧
式
粉
末
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
、
加
圧
式
粉
末
消
火
剤
貯

蔵
容
器
等
及
び
起
動
用
ガ
ス
容
器
等
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
消
火
設
備
の
蓄
圧
式
消
火
薬
剤
貯
蔵
容
器
等
及
び
加
圧
式
消
火
薬
剤

貯
蔵
容
器
等
並
び
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備
の
蓄
圧
式
消
火
薬
剤
貯
蔵
容
器
等
及
び
加
圧
式
消
火
薬
剤
貯
蔵
容
器
等

（
以
下
「
ガ
ス
系
消
火
設
備
の
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
点
検
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
告
示
に
よ
る

改
正
後
の
消
防
用
設
備
等
の
点
検
の
基
準
及
び
消
防
用
設
備
等
点
検
結
果
報
告
書
に
添
付
す
る
点
検
票
の
様
式
を
定
め
る
件

（
以
下
「
新
告
示
」
と
い
う
。
）
別
表
第
六
１
⑴
及
び
⑵
、
別
表
第
七
１
⑴
か
ら
⑶
ま
で
、
別
表
第
八
１
⑴
か
ら
⑶
ま
で
、

別
表
第
二
十
八
１
⑵
及
び
⑶
並
び
に
別
表
第
二
十
九
１
⑵
及
び
⑶
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
不
活
性
ガ

ス
消
火
設
備
の
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た

だ
し
、
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
の
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
の
容
器
弁
又
は
安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
異
常
が
認
め
ら



れ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

二
酸
化
炭
素
を
消
火
剤
と
し
て
用
い
る
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
の
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
（
以
下
「
二
酸
化
炭
素
消
火
設

備
の
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
設
置
さ
れ
た
も
の
に
あ
っ
て

は
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
設
置
さ
れ
た

も
の
に
あ
っ
て
は
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
、
平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」

と
い
う
。
）
の
前
日
ま
で
の
間
に
設
置
さ
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備

の
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
が
設
置
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
五
年
を
経
過
す
る
日

二

二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
以
外
の
ガ
ス
系
消
火
設
備
の
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
の
う
ち
、
昭
和
六
十

三
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
設
置
さ
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か

ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
設
置
さ
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
の
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
が
設

置
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
年
を
経
過
す
る
日

３

新
告
示
別
記
様
式
第
六
か
ら
別
記
様
式
第
八
ま
で
、
別
記
様
式
第
二
十
八
及
び
別
記
様
式
第
二
十
九
に
規
定
す
る
様
式
は

、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と



が
で
き
る
。
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消防用設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書に添付する点検票の様式を定める件の一部を改正する件 新旧対照表

○ 消防用設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書に添付する点検票の様式を定める件（昭和50年消防庁告示第14号）

（傍線部分は改正部分）

改 正 案 現 行

別表第六 不活性ガス消火設備の点検の基準 別表第六 不活性ガス消火設備の点検の基準

１ 機器点検 １ 機器点検

次の事項について確認すること。 次の事項について確認すること。

（１） 消火剤貯蔵容器等 （１） 消火剤貯蔵容器等

ア （略） ア （略）

イ 高圧式（常温で貯蔵するものに限る。） イ 高圧式（常温で貯蔵するものに限る。）

(ア) （略） (ア) （略）

(イ) 容器弁 (イ) 容器弁

ａ 外形 変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

ｂ 安全性

容器弁の外形の点検において容器弁に異常が認められた

ものにあっては当該点検後速やかに、その他のもののうち

、二酸化炭素を消火剤として用いるものにあっては設置後

又は容器弁の安全性の点検の実施後25年を経過するまでの

間に、二酸化炭素以外のものを消火剤として用いるものに

あっては設置後又は容器弁の安全性の点検の実施後30年を
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経過するまでの間に次の事項について実施すること。この

場合において、二酸化炭素を消火剤として用いるものにあ

っては設置後又は容器弁の安全性の点検の実施後25年を経

過するまでの間に、二酸化炭素以外のものを消火剤として

用いるものにあっては設置後又は容器弁の安全性の点検の

実施後30年を経過するまでの間に実施する場合（容器弁の

外形の点検において容器弁に異常が認められたものについ

て当該点検後速やかに実施する場合を除く。）にあっては

、抜取り方式により耐圧性能及び気密性能に係る点検を行

うことができる。

(a) 外観

容器本体から取り外した容器弁に変形、損傷、著し

い腐食等がないこと。

(b) 構造、形状及び寸法

設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一で

あること。

(c) 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等が

ないこと。

(d) 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこ

と。

(e) 表示
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適正であること。

（ウ） 安全装置（容器弁に設けられたものに限る。）

ａ 外形

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

ｂ 安全性

安全装置の外形の点検において安全装置に異常が認めら

れたものにあっては当該点検後速やかに、その他のものの

うち、二酸化炭素を消火剤として用いるものにあっては設

置後又は容器弁の安全性の点検の実施後25年を経過するま

での間に、二酸化炭素以外のものを消火剤として用いるも

のにあっては設置後又は容器弁の安全性の点検の実施後30

年を経過するまでの間に次の事項について実施すること。

この場合において、二酸化炭素を消火剤として用いるもの

にあっては設置後又は容器弁の安全性の点検の実施後25年

を経過するまでの間に、二酸化炭素以外のものを消火剤と

して用いるものにあっては設置後又は容器弁の安全性の点

検の実施後30年を経過するまでの間に実施する場合（容器

弁の外形の点検において容器弁に異常が認められたものに

ついて当該点検後速やかに実施する場合を除く。）にあっ

ては、抜取り方式により耐圧性能、気密性能及び安全装置

の作動に係る点検を行うことができる。

(a) 外観

容器本体から取り外した安全装置に変形、損傷、著
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しい腐食等がないこと。

(b) 構造、形状及び寸法

設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一で

あること。

(c) 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等が

ないこと。

(d) 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこ

と。

(e) 安全装置の作動

安全装置のうち、封板式のものにあっては作動圧力

、溶栓式のものにあっては作動温度、封板溶栓式のもの

にあっては作動圧力及び作動温度並びに安全弁にあって

は作動圧力が適正であること。

(f) 表示

適正であること。

(エ) 容器弁開放装置 (ウ) 容器弁開放装置

a～c （略） a～c （略）

ウ～エ （略） ウ～エ （略）

（２） 起動用ガス容器等 （２） 起動用ガス容器等

ア～イ （略） ア～イ （略）

ウ 容器弁 ウ 容器弁
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（ア） 外形

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。 変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

（イ） 安全性

容器弁の外形の点検において容器弁に異常が認められ

たものにあっては当該点検後速やかに、その他のものに

あっては設置後又は容器弁の安全性の点検の実施後30年

を経過するまでの間に、次の事項について実施すること

。この場合において、設置後又は容器弁の安全性の点検

の実施後30年を経過するまでの間に実施する場合（容器

弁の外形の点検において容器弁に異常が認められたもの

について当該点検後速やかに実施する場合を除く。）に

あっては、抜取り方式により耐圧性能及び気密性能に係

る点検を行うことができる。

ａ 外観

容器本体から取り外した容器弁に変形、損傷、著しい腐

食等がないこと。

ｂ 構造、形状及び寸法

設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一である

こと。

ｃ 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等がない

こと。

ｄ 気密性能
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所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこと。

ｅ 表示

適正であること。

エ 安全装置（容器弁に設けられたものに限る。）

（ア） 外形

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

（イ） 安全性

安全装置の外形の点検において安全装置に異常が認め

られたものにあっては当該点検後速やかに、その他のも

のにあっては設置後又は安全装置の安全性の点検の実施

後30年を経過するまでの間に、次の事項について実施す

ること。この場合において、設置後又は安全装置の安全

性の点検の実施後30年を経過するまでの間に実施する場

合（安全装置の外形の点検において安全装置に異常が認

められたものについて当該点検後速やかに実施する場合

を除く。）にあっては、抜取り方式により耐圧性能、気

密性能及び安全装置の作動に係る点検を行うことができ

る。

ａ 外観

容器本体から取り外した安全装置に変形、損傷、著しい

腐食等がないこと。

ｂ 構造、形状及び寸法

設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一である
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こと。

ｃ 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等がない

こと。

ｄ 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこと。

ｅ 安全装置の作動

安全装置のうち、封板式のものにあっては作動圧力、溶

栓式のものにあっては作動温度、封板溶栓式のものにあっ

ては作動圧力及び作動温度並びに安全弁にあっては作動圧

力が適正であること。

ｆ 表示

適正であること。

オ 容器弁開放装置 エ 容器弁開放装置

（ア）～（ウ） （略） （ア）～（ウ） （略）

（３）～（19） （略） （３）～（19） （略）

２ （略） ２ （略）

別表第七 ハロゲン化物消火設備の点検の基準 別表第七 ハロゲン化物消火設備の点検の基準

１ 機器点検 １ 機器点検

次の事項について確認すること。 次の事項について確認すること。

（１） 蓄圧式ハロゲン化物消火剤貯蔵容器等 （１） 蓄圧式ハロゲン化物消火剤貯蔵容器等

ア～イ （略） ア～イ （略）
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ウ 容器弁 ウ 容器弁

（ア） 外形 変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

（イ） 安全性

容器弁の外形の点検において容器弁に異常が認められ

たものにあっては当該点検後速やかに、その他のものに

あっては設置後又は容器弁の安全性の点検の実施後30年

を経過するまでの間に、次の事項について実施すること

。この場合において、設置後又は容器弁の安全性の点検

の実施後30年を経過するまでの間に実施する場合（容器

弁の外形の点検において容器弁に異常が認められたもの

について当該点検後速やかに実施する場合を除く。）に

あっては、抜取り方式により耐圧性能及び気密性能に係

る点検を行うことができる。

ａ 外観

容器本体から取り外した容器弁に変形、損傷、著しい腐

食等がないこと。

ｂ 構造、形状及び寸法

設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一である

こと。

ｃ 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等がない

こと。



- 9 -

ｄ 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこと。

ｅ 表示

適正であること。

エ 安全装置（容器弁に設けられたものに限る。）

（ア） 外形

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

（イ） 安全性

安全装置の外形の点検において安全装置に異常が認め

られたものにあっては当該点検後速やかに、その他のも

のにあっては設置後又は安全装置の安全性の点検の実施

後30年を経過するまでの間に、次の事項について実施す

ること。この場合において、設置後又は安全装置の安全

性の点検の実施後30年を経過するまでの間に実施する場

合（安全装置の外形の点検において安全装置に異常が認

められたものについて当該点検後速やかに実施する場合

を除く。）にあっては、抜取り方式により耐圧性能、気

密性能及び安全装置の作動に係る点検を行うことができ

る。

ａ 外観

容器本体から取り外した安全装置に変形、損傷、著しい

腐食等がないこと。

ｂ 構造、形状及び寸法
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設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一である

こと。

ｃ 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等がない

こと。

ｄ 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこと。

ｅ 安全装置の作動

安全装置のうち、封板式のものにあっては作動圧力、溶

栓式のものにあっては作動温度、封板溶栓式のものにあっ

ては作動圧力及び作動温度並びに安全弁にあっては力が適

正であること。

ｆ 表示

適正であること。

オ 容器弁開放装置 エ 容器弁開放装置

（ア）～（ウ） （略） （ア）～（ウ） （略）

カ 指示圧力計 オ 指示圧力計

（略） （略）

キ 連結管及び集合管 カ 連結管及び集合管

（略） （略）

（２） 加圧式ハロゲン化物消火剤貯蔵容器等 （２） 加圧式ハロゲン化物消火剤貯蔵容器等

ア～オ （略） ア～オ （略）

カ 加圧用ガス容器等 カ 加圧用ガス容器等
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(ア)～(イ) （略） (ア)～(イ) （略）

(ウ) 容器弁 (ウ) 容器弁

ａ 外形 変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

ｂ 安全性

容器弁の外形の点検において容器弁に異常が認められた

ものにあっては当該点検後速やかに、その他のものにあっ

ては設置後又は容器弁の安全性の点検の実施後30年を経過

するまでの間に、次の事項について実施すること。この場

合において、設置後又は容器弁の安全性の点検の実施後30

年を経過するまでの間に実施する場合（容器弁の外形の点

検において容器弁に異常が認められたものについて当該点

検後速やかに実施する場合を除く。）にあっては、抜取り

方式により耐圧性能及び気密性能に係る点検を行うことが

できる。

(a) 外観

容器本体から取り外した容器弁に変形、損傷、著し

い腐食等がないこと。

(b) 構造、形状及び寸法

設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一で

あること。

(c) 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等が
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ないこと。

(d) 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこ

と。

(e) 表示

適正であること。

(エ) 安全装置（容器弁に設けられたものに限る。）

ａ 外形

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

ｂ 安全性

安全装置の外形の点検において安全装置に異常が認めら

れたものにあっては当該点検後速やかに、その他のものに

あっては設置後又は安全装置の安全性の点検の実施後30年

を経過するまでの間に、次の事項について実施すること。

この場合において、設置後又は安全装置の安全性の点検の

実施後30年を経過するまでの間に実施する場合（安全装置

の外形の点検において安全装置に異常が認められたものに

ついて当該点検後速やかに実施する場合を除く。）にあっ

ては、抜取り方式により耐圧性能、気密性能及び安全装置

の作動に係る点検を行うことができる。

(a) 外観

容器本体から取り外した安全装置に変形、損傷、著

しい腐食等がないこと。
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(b) 構造、形状及び寸法

設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一で

あること。

(c) 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等が

ないこと。

(d) 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこ

と。

(e) 安全装置の作動

安全装置のうち、封板式のものにあっては作動圧力

、溶栓式のものにあっては作動温度、封板溶栓式のも

のにあっては作動圧力及び作動温度並びに安全弁にあ

っては作動圧力が適正であること。

(f) 表示

適正であること。

（オ） 容器弁開放装置 （エ） 容器弁開放装置

ａ～ｃ （略） ａ～ｃ （略）

（カ） 圧力調整器 （オ） 圧力調整器

（略） （略）

キ （略） キ （略）

（３） 起動用ガス容器等 （３） 起動用ガス容器等

ア～イ （略） ア～イ （略）
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ウ 容器弁 ウ 容器弁

（ア） 外形 変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

（イ） 安全性

容器弁の外形の点検において容器弁に異常が認められ

たものにあっては当該点検後速やかに、その他のものに

あっては設置後又は容器弁の安全性の点検の実施後30年

を経過するまでの間に、次の事項について実施すること

。この場合において、設置後又は容器弁の安全性の点検

の実施後30年を経過するまでの間に実施する場合（容器

弁の外形の点検において容器弁に異常が認められたもの

について当該点検後速やかに実施する場合を除く。）に

あっては、抜取り方式により耐圧性能及び気密性能に係

る点検を行うことができる。

ａ 外観

容器本体から取り外した容器弁に変形、損傷、著しい腐

食等がないこと。

ｂ 構造、形状及び寸法

設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一である

こと。

ｃ 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等がない

こと。
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ｄ 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこと。

ｅ 表示

適正であること。

エ 安全装置（容器弁に設けられたものに限る。）

（ア） 外形

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

（イ） 安全性

安全装置の外形の点検において安全装置に異常が認め

られたものにあっては当該点検後速やかに、その他のも

のにあっては設置後又は安全装置の安全性の点検の実施

後30年を経過するまでの間に、次の事項について実施す

ること。この場合において、設置後又は安全装置の安全

性の点検の実施後30年を経過するまでの間に実施する場

合（安全装置の外形の点検において安全装置に異常が認

められたものについて当該点検後速やかに実施する場合

を除く。）にあっては、抜取り方式により耐圧性能、気

密性能及び安全装置の作動に係る点検を行うことができ

る。

ａ 外観

容器本体から取り外した安全装置に変形、損傷、著しい

腐食等がないこと。

ｂ 構造、形状及び寸法
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設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一である

こと。

ｃ 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等がない

こと。

ｄ 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこと。

ｅ 安全装置の作動

安全装置のうち、封板式のものにあっては作動圧力、溶

栓式のものにあっては作動温度、封板溶栓式のものにあっ

ては作動圧力及び作動温度並びに安全弁にあっては作動圧

力が適正であること。

ｆ 表示

適正であること。

オ 容器弁開放装置 エ 容器弁開放装置

（ア）～（ウ） （略） （ア）～（ウ） （略）

（４）～（18） （略） （４）～（18） （略）

２ （略） ２ （略）

別表第八 粉末消火設備の点検の基準 別表第八 粉末消火設備の点検の基準

１ 機器点検 １ 機器点検

次の事項について確認すること。 次の事項について確認すること。

（１） 蓄圧式粉末消火剤貯蔵容器等 （１） 蓄圧式粉末消火剤貯蔵容器等
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ア～イ （略） ア～イ （略）

ウ 容器弁 ウ 容器弁

（ア） 外形 変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

（イ） 安全性

容器弁の外形の点検において容器弁に異常が認められ

たものにあっては当該点検後速やかに、その他のものに

あっては設置後又は容器弁の安全性の点検の実施後30年

を経過するまでの間に、次の事項について実施すること

。この場合において、設置後又は容器弁の安全性の点検

の実施後30年を経過するまでの間に実施する場合（容器

弁の外形の点検において容器弁に異常が認められたもの

について当該点検後速やかに実施する場合を除く。）に

あっては、抜取り方式により耐圧性能及び気密性能に係

る点検を行うことができる。

ａ 外観

容器本体から取り外した容器弁に変形、損傷、著しい腐

食等がないこと。

ｂ 構造、形状及び寸法

設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一である

こと。

ｃ 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等がない



- 18 -

こと。

ｄ 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこと。

ｅ 表示

適正であること。

エ 安全装置（容器弁に設けられたものに限る。）

（ア） 外形

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

（イ） 安全性

安全装置の外形の点検において安全装置に異常が認め

られたものにあっては当該点検後速やかに、その他のも

のにあっては設置後又は安全装置の安全性の点検の実施

後30年を経過するまでの間に、次の事項について実施す

ること。この場合において、設置後又は安全装置の安全

性の点検の実施後30年を経過するまでの間に実施する場

合（安全装置の外形の点検において安全装置に異常が認

められたものについて当該点検後速やかに実施する場合

を除く。）にあっては、抜取り方式により耐圧性能、気

密性能及び安全装置の作動に係る点検を行うことができ

る。

ａ 外観

容器本体から取り外した安全装置に変形、損傷、著しい

腐食等がないこと。
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ｂ 構造、形状及び寸法

設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一である

こと。

ｃ 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等がない

こと。

ｄ 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこと。

ｅ 安全装置の作動

安全装置のうち、封板式のものにあっては作動圧力、溶

栓式のものにあっては作動温度、封板溶栓式のものにあっ

ては作動圧力及び作動温度並びに安全弁にあっては作動圧

力が適正であること。

ｆ 表示

適正であること。

オ 容器弁開放装置 エ 容器弁開放装置

（ア）～（ウ） （略） （ア）～（ウ） （略）

カ 指示圧力計 オ 指示圧力計

（略） （略）

キ バルブ類 カ バルブ類

（略） （略）

ク 連結管及び集合管 キ 連結管及び集合管

（略） （略）
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（２） 加圧式粉末消火剤貯蔵容器等 （２） 加圧式粉末消火剤貯蔵容器等

ア～オ （略） ア～オ （略）

カ 加圧用ガス容器等 カ 加圧用ガス容器等

(ア)～(イ) （略） (ア)～(イ) （略）

(ウ) 容器弁 (ウ) 容器弁

ａ 外形 変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

ｂ 安全性

容器弁の外形の点検において容器弁に異常が認められた

ものにあっては当該点検後速やかに、その他のものにあっ

ては設置後又は容器弁の安全性の点検の実施後30年を経過

するまでの間に、次の事項について実施すること。この場

合において、設置後又は容器弁の安全性の点検の実施後30

年を経過するまでの間に実施する場合（容器弁の外形の点

検において容器弁に異常が認められたものについて当該点

検後速やかに実施する場合を除く。）にあっては、抜取り

方式により耐圧性能及び気密性能に係る点検を行うことが

できる。

(a) 外観

容器本体から取り外した容器弁に変形、損傷、著し

い腐食等がないこと。

(b) 構造、形状及び寸法

設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一で



- 21 -

あること。

(c) 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等が

ないこと。

(d) 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこ

と。

(e) 表示

適正であること。

(エ) 安全装置（容器弁に設けられたものに限る。）

ａ 外形

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

ｂ 安全性

安全装置の外形の点検において安全装置に異常が認めら

れたものにあっては当該点検後速やかに、その他のものに

あっては設置後又は安全装置の安全性の点検の実施後30年

を経過するまでの間に、次の事項について実施すること。

この場合において、設置後又は安全装置の安全性の点検の

実施後30年を経過するまでの間に実施する場合（安全装置

の外形の点検において安全装置に異常が認められたものに

ついて当該点検後速やかに実施する場合を除く。）にあっ

ては、抜取り方式により耐圧性能、気密性能及び安全装置

の作動に係る点検を行うことができる。
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(a) 外観

容器本体から取り外した安全装置に変形、損傷、著

しい腐食等がないこと。

(b) 構造、形状及び寸法

設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一で

あること。

(c) 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等が

ないこと。

(d) 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこ

と。

(e) 安全装置の作動

安全装置のうち、封板式のものにあっては作動圧力

、溶栓式のものにあっては作動温度、封板溶栓式のも

のにあっては作動圧力及び作動温度並びに安全弁にあ

っては作動圧力が適正であること。

(f) 表示

適正であること。

(オ) 容器弁開放装置 (エ) 容器弁開放装置

ａ～ｃ （略） ａ～ｃ （略）

(カ) 圧力調整器 (オ) 圧力調整器

（略） （略）
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キ～ク (略) キ～ク (略)

（３） 起動用ガス容器等 （３） 起動用ガス容器等

ア～イ （略） ア～イ （略）

ウ 容器弁 ウ 容器弁

（ア） 外形 変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

（イ） 安全性

容器弁の外形の点検において容器弁に異常が認められ

たものにあっては当該点検後速やかに、その他のものに

あっては設置後又は容器弁の安全性の点検の実施後30年

を経過するまでの間に、次の事項について実施すること

。この場合において、設置後又は容器弁の安全性の点検

の実施後30年を経過するまでの間に実施する場合（容器

弁の外形の点検において容器弁に異常が認められたもの

について当該点検後速やかに実施する場合を除く。）に

あっては、抜取り方式により耐圧性能及び気密性能に係

る点検を行うことができる。

ａ 外観

容器本体から取り外した容器弁に変形、損傷、著しい腐

食等がないこと。

ｂ 構造、形状及び寸法

設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一である

こと。
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ｃ 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等がない

こと。

ｄ 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこと。

ｅ 表示

適正であること。

エ 安全装置（容器弁に設けられたものに限る。）

（ア） 外形

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

（イ） 安全性

安全装置の外形の点検において安全装置に異常が認め

られたものにあっては当該点検後速やかに、その他のも

のにあっては設置後又は安全装置の安全性の点検の実施

後30年を経過するまでの間に、次の事項について実施す

ること。この場合において、設置後又は安全装置の安全

性の点検の実施後30年を経過するまでの間に実施する場

合（安全装置の外形の点検において安全装置に異常が認

められたものについて当該点検後速やかに実施する場合

を除く。）にあっては、抜取り方式により耐圧性能、気

密性能及び安全装置の作動に係る点検を行うことができ

る。

ａ 外観
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容器本体から取り外した安全装置に変形、損傷、著しい

腐食等がないこと。

ｂ 構造、形状及び寸法

設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一である

こと。

ｃ 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等がない

こと。

ｄ 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこと。

ｅ 安全装置の作動

安全装置のうち、封板式のものにあっては作動圧力、溶

栓式のものにあっては作動温度、封板溶栓式のものにあっ

ては作動圧力及び作動温度並びに安全弁にあっては作動圧

力が適正であること。

ｆ 表示

適正であること。

オ 容器弁開放装置 エ 容器弁開放装置

（ア）～（ウ） （略） （ア）～（ウ） （略）

(４)～(17) （略） (４)～(17) （略）

２ （略） ２ （略）
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別表第二十八 パッケージ型消火設備の点検の基準 別表第二十八 パッケージ型消火設備の点検の基準

１ 機器点検 １ 機器点検

次の事項について確認すること。 次の事項について確認すること。

（１） （略） （１） （略）

（２） 蓄圧式消火薬剤貯蔵容器等 （２） 蓄圧式消火薬剤貯蔵容器等

ア （略） ア （略）

イ 安全装置（容器弁に設けられたものに限る。） イ 安全装置

（ア） 外形 変形、損傷、著しい腐食等がなく、開閉位置が正常であるこ

変形、損傷、著しい腐食等がなく、開閉位置が正常で と。

あること。

（イ） 安全性

安全装置の外形の点検において安全装置に異常が認め

られたものにあっては当該点検後速やかに、その他のも

のにあっては設置後又は安全装置の安全性の点検の実施

後30年を経過するまでの間に、次の事項について実施す

ること。この場合において、設置後又は安全装置の安全

性の点検の実施後30年を経過するまでの間に実施する場

合（容器弁の外形の点検において容器弁に異常が認めら

れたものについて当該点検後速やかに実施する場合を除

く。）にあっては、抜取り方式により耐圧性能、気密性

能及び安全装置の作動に係る点検を行うことができる。

ａ 外観

容器本体から取り外した安全装置に変形、損傷、著しい
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腐食等がないこと。

ｂ 構造、形状及び寸法

設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一である

こと。

ｃ 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等がない

こと。

ｄ 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこと。

ｅ 安全装置の作動

安全装置のうち、封板式のものにあっては作動圧力、溶

栓式のものにあっては作動温度、封板溶栓式のものにあっ

ては作動圧力及び作動温度並びに安全弁にあっては作動圧

力が適正であること。

ｆ 表示

適正であること。

ウ （略） ウ （略）

エ 容器弁 エ 容器弁

（ア） 外形 変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

（イ） 安全性

容器弁の外形の点検において容器弁に異常が認められ

たものにあっては当該点検後速やかに、その他のものに
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あっては設置後又は容器弁の安全性の点検の実施後30年

を経過するまでの間に、次の事項について実施すること

。この場合において、設置後又は容器弁の安全性の点検

の実施後30年を経過するまでの間に実施する場合（安全

装置の外形の点検において安全装置に異常が認められた

ものについて当該点検後速やかに実施する場合を除く。

）にあっては、抜取り方式により耐圧性能及び気密性能

に係る点検を行うことができる。

ａ 外観

容器本体から取り外した容器弁に変形、損傷、著しい腐

食等がないこと。

ｂ 構造、形状及び寸法

設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一である

こと。

ｃ 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等がない

こと。

ｄ 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこと。

ｅ 表示

適正であること。

オ～カ （略） オ～カ （略）

（３） 加圧式消火薬剤貯蔵容器等 （３） 加圧式消火薬剤貯蔵容器等
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ア～エ （略） ア～エ （略）

オ 加圧用ガス容器等 オ 加圧用ガス容器等

(ア)～(イ) （略） (ア)～(イ) （略）

(ウ) 容器弁 (ウ) 容器弁

ａ 外形 変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

ｂ 安全性

容器弁の外形の点検において容器弁に異常が認められた

ものにあっては当該点検後速やかに、その他のものにあっ

ては設置後又は容器弁の安全性の点検の実施後30年を経過

するまでの間に、次の事項について実施すること。この場

合において、設置後又は容器弁の安全性の点検の実施後30

年を経過するまでの間に実施する場合（容器弁の外形の点

検において容器弁に異常が認められたものについて当該点

検後速やかに実施する場合を除く。）にあっては、抜取り

方式により耐圧性能及び気密性能に係る点検を行うことが

できる。

(a) 外観

容器本体から取り外した容器弁に変形、損傷、著しい

腐食等がないこと。

(b) 構造、形状及び寸法

設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一であ

ること。
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(c) 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等がな

いこと。

(d) 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこと

。

(e) 表示

適正であること。

(エ) 安全装置（容器弁に設けられたものに限る。）

ａ 外形

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

ｂ 安全性

安全装置の外形の点検において安全装置に異常が認めら

れたものにあっては当該点検後速やかに、その他のものに

あっては設置後又は安全装置の安全性の点検の実施後30年

を経過するまでの間に、次の事項について実施すること。

この場合において、設置後又は安全装置の安全性の点検の

実施後30年を経過するまでの間に実施する場合（安全装置

の外形の点検において安全装置に異常が認められたものに

ついて当該点検後速やかに実施する場合を除く。）にあっ

ては、抜取り方式により耐圧性能、気密性能及び安全装置

の作動に係る点検を行うことができる。

(a) 外観
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容器本体から取り外した安全装置に変形、損傷、著

しい腐食等がないこと。

(b) 構造、形状及び寸法

設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一であ

ること。

(c) 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等がな

いこと。

(d) 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこと

。

(e) 安全装置の作動

安全装置のうち、封板式のものにあっては作動圧力

、溶栓式のものにあっては作動温度、封板溶栓式のも

のにあっては作動圧力及び作動温度並びに安全弁にあ

っては作動圧力が適正であること。

(f) 表示

適正であること。

(オ) バルブ類 (エ) バルブ類

（略） （略）

(カ) 圧力調整器 (オ) 圧力調整器

（略） （略）

(４)～(６) （略） (４)～(６) （略）
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２ （略） ２ （略）

別表第二十九 パッケージ型自動消火設備の点検の基準 別表第二十九 パッケージ型自動消火設備の点検の基準

１ 機器点検 １ 機器点検

次の事項について確認すること。

（１） （略） （１） （略）

（２） 蓄圧式消火薬剤貯蔵容器等 （２） 蓄圧式消火薬剤貯蔵容器等

ア （略） ア （略）

イ 安全装置（容器弁に設けられたものに限る。） イ 安全装置

（ア） 外形 変形、損傷、著しい腐食等がなく、開閉位置が正常であるこ

変形、損傷、著しい腐食等がなく、開閉位置が正常であ と。

ること。

（イ） 安全性

安全装置の外形の点検において安全装置に異常が認めら

れたものにあっては当該点検後速やかに、その他のものに

あっては設置後又は安全装置の安全性の点検の実施後30年

を経過するまでの間に、次の事項について実施すること。

この場合において、設置後又は安全装置の安全性の点検の

実施後30年を経過するまでの間に実施する場合（安全装置

の外形の点検において安全装置に異常が認められたものに

ついて当該点検後速やかに実施する場合を除く。）にあっ

ては、抜取り方式により耐圧性能、気密性能及び安全装置

の作動に係る点検を行うことができる。
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ａ 外観

容器本体から取り外した安全装置に変形、損傷、著しい

腐食等がないこと。

ｂ 構造、形状及び寸法

設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一である

こと。

ｃ 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等がない

こと。

ｄ 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこと。

ｅ 安全装置の作動

安全装置のうち、封板式のものにあっては作動圧力、溶

栓式のものにあっては作動温度、封板溶栓式のものにあっ

ては作動圧力及び作動温度並びに安全弁にあっては作動圧

力が適正であること。

ｆ 表示

適正であること。

ウ （略） ウ （略）

エ 容器弁 エ 容器弁

（ア） 外形 変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

（イ） 安全性
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容器弁の外形の点検において容器弁に異常が認められた

ものにあっては当該点検後速やかに、その他のものにあっ

ては設置後又は容器弁の安全性の点検の実施後30年を経過

するまでの間に、次の事項について実施すること。この場

合において、設置後又は容器弁の安全性の点検の実施後30

年を経過するまでの間に実施する場合（容器弁の外形の点

検において容器弁に異常が認められたものについて当該点

検後速やかに実施する場合を除く。）にあっては、抜取り

方式により耐圧性能及び気密性能に係る点検を行うことが

できる。

ａ 外観

容器本体から取り外した容器弁に変形、損傷、著しい腐

食等がないこと。

ｂ 構造、形状及び寸法

設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一である

こと。

ｃ 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等がない

こと。

ｄ 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこと。

ｅ 表示

適正であること。
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オ～キ （略） オ～キ （略）

（３） 加圧式消火薬剤貯蔵容器等 （３） 加圧式消火薬剤貯蔵容器等

ア～エ （略） ア～エ （略）

オ 加圧用ガス容器等 オ 加圧用ガス容器等

(ア)～(イ) （略） (ア)～(イ) （略）

(ウ) 容器弁 (ウ) 容器弁

ａ 外形 変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

ｂ 安全性

容器弁の外形の点検において容器弁に異常が認められた

ものにあっては当該点検後速やかに、その他のものにあっ

ては設置後又は容器弁の安全性の点検の実施後30年を経過

するまでの間に、、次の事項について実施すること。この

場合において、設置後又は容器弁の安全性の点検の実施後

30年を経過するまでの間に実施する場合（容器弁の外形の

点検において容器弁に異常が認められたものについて当該

点検後速やかに実施する場合を除く。）にあっては、抜取

り方式により耐圧性能及び気密性能に係る点検を行うこと

ができる。

(a) 外観

容器本体から取り外した容器弁に変形、損傷、著し

い腐食等がないこと。

(b) 構造、形状及び寸法
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設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一で

あること。

(c) 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等が

ないこと。

(d) 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこ

と。

(e) 表示

適正であること。

(エ) 安全装置（容器弁に設けられたものに限る。）

ａ 外形

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。

ｂ 安全性

安全装置の外形の点検において安全装置に異常が認めら

れたものにあっては当該点検後速やかに、その他のものに

あっては設置後又は安全装置の安全性の点検の実施後30年

を経過するまでの間に、次の事項について実施すること。

この場合において、設置後又は安全装置の安全性の点検の

実施後30年を経過するまでの間に実施する場合（安全装置

の外形の点検において安全装置に異常が認められたものに

ついて当該点検後速やかに実施する場合を除く。）にあっ

ては、抜取り方式により耐圧性能、気密性能及び安全装置
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の作動に係る点検を行うことができる。

(a) 外観

容器本体から取り外した安全装置に変形、損傷、著

しい腐食等がないこと。

(b) 構造、形状及び寸法

設計図書に記載された構造、形状及び寸法と同一で

あること。

(c) 耐圧性能

所定の水圧をかけた場合において、漏れ、変形等が

ないこと。

(d) 気密性能

所定の圧力をかけた場合において、漏れ等がないこ

と。

(e) 安全装置の作動

安全装置のうち、封板式のものにあっては作動圧力

、溶栓式のものにあっては作動温度、封板溶栓式のも

のにあっては作動圧力及び作動温度並びに安全弁にあ

っては作動圧力が適正であること。

(f) 表示

適正であること。

(オ) 容器弁開放装置 (エ) 容器弁開放装置

ａ～ｂ （略） ａ～ｂ （略）

(カ) バルブ類 (オ) バルブ類
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（略） （略）

(キ) 圧力調整器 (カ) 圧力調整器

（略） （略）

(４)～(10) （略） (４)～(10) （略）

２ （略） ２ （略）
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